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第１章 水産業の現状 

 

１．水産業の現況   

1-1．水産業を取り巻く自然環境  

ネパール連邦共和国は、東西の平均長 885km、南北の平均幅 193km、国土面積

147,181 平方km（日本の約 4 割）の内陸国で、東西および南側がインドと、北側が中国

（チベット自治区）と接している。地理的には北から順に、ヒマラヤを擁する山岳地

帯、標高 300～4,000m程度の中央丘陵地帯およびタライ平原地帯の 3 つに大別でき、世

界最高峰のサガルマータ（英名：エベレスト、8,848m）からタライ平原（標高約 70～

300m）まで急激に変化する急峻で複雑な地形となっている。国土の 83％を山岳および

岳陵地帯が占める一方、渓谷には大小の河川が発達し、天然水域の面積は 4,000 km2

（国土の 2.7％）に及ぶ。気候は標高によって左右され、氷河を擁するヒマラヤ高山か

ら熱帯・亜熱帯性気候のタライ平原まで多様である。季節は雨期（モンスーン）と乾

期に大別される。中央丘陵地帯では通常、11 月から 2 月の間は雨が少なく冷涼で乾燥

し、3 月頃から気温が上昇するとともに天候が徐々に不安定になり、6 月から 9 月にか

けて本格的な雨期となって年間でもっとも降雨が集中し、10 月半ばまでに収束する。  

 

 

図 1 ネパールの地理的概要  
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水資源はネパールでもっとも重要な天然資源であり、世界の淡水資源の 2.27％（世

界で 2 番目）が同国に存在するとされる。河川数は本流・支流合わせて 6,000 ほどあり、

その総延長は 45,000 km、面積は 395,000 ha、年間流下量は 1,740 億m3に達する（CBS 

2008 年、他）。ネパールの主要河川の大部分はヒマラヤを源流としており、大小の支流

が合流しながら南下し、インドでガンジス河と合流しベンガル湾へ注ぐ。主な水系は、

西からKarnali川、Gandak川、Koshi川の 3 水系であり、特にタライ平原で有用な漁場と

なっている。乾期（冬期）に比較的澄んだ穏やかな流れとなる一方、雨期（夏期）に

は水量が 10 倍以上に増加して激しい濁流となる。氷河を源流とする河川の場合、河川

水には山肌から削り取られたシルトが含まれ、その量は雨期に著しく増加する。水資

源は豊富であるものの、山間部では河川は深い渓谷の底を流れており、雨期には激流

となる一方で乾期には著しく減少する沢や河川も多いことなど、実際に水を利用する

にあたっては困難を伴う場合が多い。  

 

図 2 ガンジス河流域図  

 

国内には中小およそ 60 の天然湖が存在するほか、ダム湖、養殖池（village pond）、

湿地および水田など、合わせて 80 万 ha 余の水体が存在し、年間 45,000 トン程度の魚

生産があると推定されている。天然湖では、Pokhara 渓谷に位置する Phewa、Pupa、

Begnas の 3 湖で漁業・養殖が盛んに行われている。一方、豊富な水資源を背景とした

水力発電および灌漑は有望な開発分野と目されており、これらのダム開発を推進する

ことで 78,000 ha の水域面積が確保されると推定されている。ネパール最西部における

West Seti Hydroelectric Project では、近い将来 2,060 ha のダム湖が造成される予定であ

り、このダム湖等を利用した水産業への裨益が期待されている。  
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表 1  水体別年間推定魚類生産量  

水体  面積（ha）  
魚類生産量

（mt）  
生産性

（mt/ha）  

河川  395,000 7,110 0.018 

天然湖  5,000 850 0.170 

ダム湖・貯水池  1,500 385 0.257 

養殖池（Village Pond）  6,735 24,295 3.607 

沼・湿地  11,100 5,990 0.540 

水田  398,000 7,165 0.018 

合計  817,335 45,795 0.056 

出典：Fish, Fisheries and Farmers in Nepal, 2011 

 

ネパールの都市部は、人口増大や生活様式の変化により、高い水需要による水不足

のほか、水質の悪化が深刻化している。都市部の水質悪化は市民への健康被害だけで

なく、景観や河川の生物多様性の劣化を引き起こしている。下水処理施設は整備され

ておらず、工場や家庭からの排水は直接河川や湖沼に流入しており、都市部近郊の河

川や湖沼では、未処理排水の流入に加えて、周辺に捨てられた医療廃棄物、バッテリ

ー、農薬、産業廃棄物などの「固形廃棄物」から溶出してくる多様な汚染物質による

水質悪化も深刻な問題になっている。水質悪化の他に、丘陵地帯での水力発電ダム建

設やタライ平原での灌漑用・洪水防止ダムの建設による水生生物の生息環境の劣化が

貴重な魚やガンジスイルカなどの絶滅に繋がることが危惧されている（中西正己、海

洋化学研究第 20 巻第 2 号平成 19 年 11 月）。  

また、近年森林の減少が著しく深刻な環境問題になっている。森林の減少は、丘

陵・山岳地帯の保水力の低下を導き、地すべり、土壌浸食や洪水などの災害だけでな

く、ネパールの豊かな生物多様性の劣化を招いている。この原因は、農耕地・住宅地

開発、無計画な燃料材や農耕地保全のための伐採によっていると言われている。1978

年に全土の 38％を占めていた森林面積は、1994 年には 29％にまで減少している。タラ

イ平原での森林の減少は、家畜の急増に伴う過放牧による森林の退廃で、丘陵・山岳

地帯とは違った人間活動によって引き起こされている（中西正己、海洋化学研究第 20

巻第 2 号平成 19 年 11 月）。  

魚類は標高 60m～3,323m の範囲で 187 種類が確認されている（Shresth 1995）。多様

性に富み、河川、湖、湧き水、池、水田などで水生生物が生息している(Bhandari 1992)。

またオニテナガエビを含む 12 種類の外来種が導入されている。ネパールの多様な魚種

は食料、遊漁、学術対象として価値が高い。重要な在来魚種として、Bhakur (Catla 

catla)、Rohu (Labeo rohita)、Naini（Cirrhinus mrigala）、Sahar（Tor putitora）、Katle

（Neolissocheilus hexagonolepis）、Asla（Schizothorax spp.及び Schizothoraichthys spp.）等

が挙げられる。  
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Katle（Neolissocheilus hexagonolepis）  

図 3 主要在来種  
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表 2 2008 年の水域別生産量（5 月～6 月）  

生産方法  生産量（トン）  面積（ha）  単位生産量（トン/ha）  

漁業  

 河川  

 天然湖  

 ダム湖  

 沼・湿地  

 稲田  

 

7,110 

850 

385 

5,990 

7,165 

 

395,000 

5,000 

1,500 

11,700 

398,000 

 

0.018 

0.170 

0.256 

0.520 

0.018 

漁獲量合計  21,500 811,200 0.026 

養殖  

 池中養殖  

稲田養殖  

 湿地（Ghole）養殖  

 網囲い養殖  

網生簀養殖  

ニジマス養殖  

 

23,780 

135 

2,096 

140 

480 

80 

 

6,700 

300 

1,670 

100 

80,000m3 

0.4 

 

3.55 

0.45 

1.25 

1.40 

6kg/m3 

200 

養殖生産量  26,711 8,770.4 0.30 

総生産量  48,211   

出典：DoFD 2008/09 年  

 

1-2．水産業を取り巻く社会・経済環境  

2008 年の水産物生産量は 48,750 トンで、前年度比で 8.5％の伸びとなった (DoFD 

2010)。水産分野の GDP に占める割合は 0.94％で、農業分野の GDP の 2.72％である。

養殖生産物の占める割合はここ 20 年間で急激に成長し、2009 年には全生産量の 59％

Snow trout の生態 
Snow trout（現地名 Asla）は冷水域に棲息し、短い移動を行う魚で現地名は asla

である。Cyprinidae(コイ科)、Schizothoracinae(裂腹魚亜科)に属し、ヒマラヤ、サブ

ヒマラヤ地域に広く分布する冷水性の魚である。ネパールでは Schizothorax (裂腹魚

属)の６魚種、Shizothoraichthoys の３魚種が報告されている。Schizothoraichthys 
progastus (標高 300-1820m に分布)、現地名 chuche asla、Schizothorax 
plagiostomus (標高 345m～3323m に分布)、現地名 buche asla は遊漁対象種として重

要種である。Asla は植物食性で石の上のコケを食べるように口が特殊に発達した。産

卵期は 9～10 月、3 月～4 月の年 2 期であるが、9 月～10 月が産卵時期としては適し

ている。産卵に適した条件は、澄んだ水、川底は石、水流は 2.8～4m／sec、pH.は
7.5、酸素量は 10～15mg が適している。産卵数は 12000 粒／kg。水温 15～20 度で

11 日の孵化期間を有する。buche asla は chuche asla より繁殖が容易である。

（Present status of snow trout in Nepal, A.K.Rai, B.R.Prodhan） 
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を占める値となった。  

魚の需要は非常に高く、農業組合省は市場調査等の結果から 2027 年には 155,000 ト

ンになると需要予測している。この需要に対応するために養殖と漁業生産量の増大を

計画の柱としている。  

 

表 3 漁業・養殖生産量の推移  

項目 ＼ 年  1982 2008 2018 2027 

総生産量 トン  3,350 48,750 89,000 155,000 

漁業生産量 トン   21,500 30,000 68,000 

養殖生産量 トン   27,250 59,000 87,000 

養殖池での生産量 トン/ha 0.8 3.61 4.0  

一人当たりの年間水産物消費量 kg 0.33 1.8 2.3  

出典：農業組合省作成  

 

水産業には 57 万 8 千人が直接従事し、そのうち 53％が女性である。また、間接的な

従事者数を含めると、100 万人以上の人々が何らかの形で養殖若しくは小規模漁業に携

わっている。FAO によると、総タンパク質摂取量のうち動物性タンパク質の占める割

合は 33％以上であることが、健康上望ましいとされている。ネパール国民が摂取して

いる動物性タンパク摂取量の割合は 12％で、そのうち水産物由来のタンパク質は 1.4％

に過ぎない。  

ネパールにおける水産業は、産業としての地位こそ高いとはいえないが、食のタブ

ーが多い社会慣習の中で、魚はどのカーストにも受け入れられる動物性タンパク源と

して極めて重要である。特に畜肉、鶏肉等の摂取機会が限られる地方の貧困層にとっ

て、魚は、身近に入手可能な貴重な動物性タンパク質であると同時に、数少ない換金

産品のひとつでもある。従って、水産業は、食料の安全保障、国民の栄養改善、貧困

の削減等の観点から重要な産業であるといえる。  

 

２．漁業 

ネパールには 102 の部族が存在するとされ（2001 年センサス）、このうち Pode（Jalari）、

Majhi、Malaha および Bote 等のグループに属する人々が伝統的に漁業に携わってきた

（Gurung 2002）。漁業従事人口は、1980 年代には 8 万人であったが（Swar 1980）、DoFD

（2006/07）によれば、42 万 7 千人（男性 172,000 人、女性 255,000 人）が漁業に従事し

ていると報告されている。この急激な変化は、人口の増加による余剰労働人口の一部が漁

業セクターに流入したためであろうと考えられている。  

漁業は河川、灌漑水路、稲田、湿地、ghole（雨期にのみ浅い溜まり水ができるような

場所でタライに多い）、湖等で行われているが、商業的に主要な漁場は河川および湖であ

る。稲田や湿地等で行われている漁業は、食料を補うために農作業の合間に行われる自給

的な活動である。  

河川での漁業は、刺し網、投網、釣りなどの他に、パソと呼ばれる伝統的漁法がある。
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この漁法は釣り漁業の一種であり、針を使わず糸で輪を作り、その輪の中を通過する魚を

縛って釣り上げる漁法である。また、河原での梁漁業、浅瀬での石打漁業などが行われて

いるほか、山間部ではダイナマイトや草から抽出した毒薬を使用する違法な漁業も行われ

ている。  

川幅が広く、流れが緩やかなタライ地方では木造の手漕ぎ舟による漁業が行われてい

るが、中央丘陵地帯から上流の河川には、雨期は激流となり乾期は水深が浅過ぎることか

ら、舟を使った漁業に適した場所がない。このため漁民は、河原を歩きながら専ら投網か

釣りによる漁業を行っており、漁獲量は概して少ない。大きな河川には、自然発生的に漁

民が集まって水揚げする場所はあるものの、漁港として整備された水揚げ地はない。  

Pokhara には、Phewa、Begnas、Rupa 等の天然湖があり、刺し網を中心に、投網、釣り

などの漁業が行われている。インタビューした Phewa 湖の漁民によれば、刺し網は夕方

に仕掛けて翌早朝に取り上げ、ハクレン、コクレン、ティラピア等を主体に 1 日に 2～

4kg 程度の漁獲があるとのことである。Phewa 湖には水揚げ場が 2 カ所あるが、施設とし

て整備されているとはいい難い。  

 

表 4 Narayani 川における漁民一人当たりの推定漁獲量  

漁業者区分（年間従事期間）  
平均漁獲量（kg／日）  

2000 年  2005 年  

専業（6 ヶ月以上）  2.2 1.1 

兼業（3～6 ヶ月）  1.9 0.9 

臨時（3 ヶ月未満）  1.6 0.8 

合計  1.9 0.9 

出典： Present Status of Capture Fisheries and Its Significance to the livelihood of 

Dependent Communities of Nepal, 2010 

 

３．養殖 

ネパールの養殖は、広大な平坦地のあるタライ平原が生産の中心地であるが、中央丘

陵地帯においても湖や山間部の沢を利用した養殖が行われている。DoFD（2006/07 年）

によれば、養殖業には 87,000 人が従事しているとされる。  

養殖の歴史は比較的浅く、1952 年に在来種である Rohu(Labeo rohita)、Bhakur(Catla 

catla)および Naini(Cirrhina mrigala) の種苗をインドから導入して始まり、1956 年にコイ

(Cypriuns carpio) を 、 1959 年 か ら 1971 年 に か け て カ ガ ミ ゴ イ 、 ソ ウ ギ ョ

(Ptenopharyngodon idella)、ハクレン (Hypophthalmichthys molitrix)、コクレン (Aristichthys 

nobilis)をインド、イスラエル、日本、ハンガリー等から導入して養殖開発が進められて

きた。これら温水性のコイ科 7 種の養殖は、タライおよび丘陵地帯でも比較的温暖な

Pokhara や Trisuli を中心に普及が進められ、現在では主要養殖対象種として定着し、各地

で養殖が行われている。 

一方、冷水性の養殖対象種として 1969 年にニジマス（Oncorhynchus mykiss）をインド

から導入したのに続き、ブラウントラウト（Salmo trutta）が英国から贈呈されて飼育試



-18- 

験が開始されたが、これら最初の試みは失敗に終わった。現在養殖されているニジマスは、

1988 年に宮崎県から導入した系統である。冷水性の在来種である Asla、Sahar、Katle 等

の養殖は、長年にわたって研究開発が続けられているものの、餌の開発が課題となったま

まであり、普及レベルには達していない。  

 

3-1. 養殖形態  

①池中養殖  

池中養殖は、タライ地方でもっとも普及している生産方法であり、全養殖生産量の

およそ半分が池中養殖で生産されている。主な養殖対象種は上記の温水性コイ科 7 種

で、一般的に食性の違いを利用した半粗放的な混養が行われている。種苗は政府の孵

化場ばかりでなく、民間セクターへの移転が進んでいることから、一部の民間養殖場

からも入手可能である。養殖池の脇にアヒルやブタ等の家畜小屋を設け、餌や施肥の

面で効率よく魚を飼育する複合養殖も一般に普及している。  

 

②稲田養殖・湿地（Ghole）養殖  

稲田養殖は 1960 年代後半に Kathmandu 盆地で開始され、技術的な支援がないまま数

年で頓挫したが、1990 年代に実施された Hill Agricultural Research Project により、稲を

単独で栽培した場合よりも米の収穫量が 12％増えることが実証され、中・西部タライ

地方を中心に広まった。しかし、養殖が行われているのは灌漑された稲田の 0.1％に満

たず、水面の一層の有効利用と食料の増産が望まれている。  

Ghole は季節的に浅い水溜まりとなるような湿地で、タライの低地に多く存在する。

農作物の作付けには向かないことから、養殖に利用することで村落開発に役立てるこ

とが期待されている。  

 

③網生簀養殖・網囲い養殖  

網生簀養殖は当初、親魚を保管する目的で 1972 年に Pokhara 盆地の Phewa 湖に設置

された。その後、生簀内でハクレンおよびコクレンが無給餌でもよく成長することが

確認され、Pokhara の主要 3 湖（Phewa、Begnas および Rupa）周辺で漁業により生計を

立てていた貧困漁民の生活向上のために、網生簀および網囲い養殖の普及が開始され、

1983 年からは発電用のダム湖である Kulekhani 貯水湖でも開始され、現在に至っている。

なお、ハクレンは日本から導入されたものであり、養殖の普及にあたっては 1970 年代

から Pokhara で活動してきた JOCV 養殖隊員の功績が大きい。  

網生簀は、5m×5m×2m 程度のものが一般的に使用され、Phewa 湖では 1 世帯当たり

平均 8.5 生簀所有して養殖を行っている。Begnas 湖を拠点に 1990 年代から実施された

日本のプロジェクト（無償資金協力および技術協力プロジェクト）は、貧困漁民の生

活水準の向上に大きく貢献したとして、NARC および漁民から非常に高い評価を得てい

る。  
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表 5 民間セクターによる網生簀養殖の状況  

湖名  面積（ha）  従事世帯数  生簀数  
生簀容量  

（m3）  

生産性  

（kg/m3）  

Phewa 523 55 470 16,450 1.3 – 5.5 

Begnas 328 33 76 3,800 1.8 – 4.7 

Rupa 135 26 92 3,450 2.0 – 7.4 

Kulekhani 65 – 220 212 1,150 32,024 3.9 – 5.0 

出典：Fish, Fisheries and Farmers in Nepal, 2011 

 

④ニジマス養殖  

現在ネパール各地で養殖されているニジマスは、宮崎県から導入した発眼卵 5 万粒

を現 Godawari FRD で孵化させ、再生産されてきたものであり、その一部が Nuwakot 郡

の Trisuli FRC に移送されて養殖試験が開始された。引き続く 10 年間で養殖技術が確立

するとともに、配合飼料を国内で生産可能になったことから、Nuwakot 郡を中心に普及

に弾みがつき、最近のデータによれば 76 業者により年間 100 トン程度のニジマスが生

産されていると推定されている。  

 

表 6 ネパールにおけるニジマス養殖の現況（2010/2011 年度）  

郡名  事業
者数  池数  池面積  孵化

場数  種苗生産尾数  推定生産量* 

Nuwakot 36 368 5,043.6 8 535,000 42,871 – 64,311 

Rashuwa 8 21 587.2 2 40,000 3,291 – 4,934 

Shindhupalchok 7 71 2,170.8 3 600,000 18,451 – 27,676* 

Lalitpur 4 38 545.0 2 90,000 4,633 – 6,949 

Kathmandu 2 26 250.0 0 0 2,125 – 3,188 

Makabanpur 2 8 575.0 1 0 4,888 – 7,311 

Dhadhing 2 23 425.0 1 200 3,613 – 5,419 

Manang 1      

Mustang 1 2 100.0 0 0 850 – 1,275 

Kaski 4 26 750.0 0 0 6,375 – 9,563 

Syanga 1      

Kabre 2 6 184.0 0 0 1,564 – 2,346 

Dolakha 3 17 200.0 2 25,000 1,700 – 2,550 

Government 3      

合計  76 606 1,063.0 19 1,290,200 90,361 – 135,522* 

Trisuli FRC 提供資料から編纂  
* 種苗の放養尾数を 50 尾／㎡および 75 尾／㎡、生残率 85％、生産サイズ 200g／尾と仮定して求め

られた推定生産量であるが、計算結果は必ずしも一致せず、数値が大きく外れていた一部を修正し

た。  
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４．水産物加工 

4-1．加工形態および生産量  

ネパールで生産されている水産加工品としては乾物と燻製がある。乾物の年間生産量

は 591 トン、季節毎に材料の魚種が異なるが、主に在来の小型のコイ科魚類が用いられ

ている。この乾物は特に結婚式等の祝い席で食べられる（Pradhan 他、2007）。また、小

型の在来種を素焼きないし薫製にしたスクティーと呼ばれる乾物が漁民によって作られ、

道端ないしバザールで売られている。調査時に見たスクティーは 8 尾 150 ルピーで売ら

れていた。この加工品はスープ等で食べられる。  

 

５．水産物流通 

5-1．流通形態  

魚の需要は高く、ほとんどが地場で消費されてしまうため、水産物の域外流通量は少

ないとされている。水産物流通に関する調査はほとんど行われておらず、流通拠点も整

備が進んでいないことから、流通状況を量的に把握することは困難であるが、本件調査

で把握された流通実態は下記のとおりであった。  

 

①Phewa 湖  

Pokhara の観光スポットでもある Phewa 湖には、水揚げ拠点（Fish Collection Center）

が 2 ヶ所あり、養殖魚、捕獲魚を問わず漁民はこの拠点近くで水揚を行っている。3 kg

以上の魚は同センターに売る規則となっているが、それ以下のものは漁民自身で販売

するか消費する。センターでの買い取り・販売価格は決まっており、鮮魚は消費者自

身がセンターを訪れて購入していく。氷は使用されていないが、専ら水揚げされたば

かりの鮮度のよいうちに取引が完了しているようである。Pokhara 市内での魚需要は高

く、すべて域内で消費されている。  

②Biratnagar 市  

Biratnagar 市内には公設の魚市場があり、周辺の養魚場、Sunsari など Koshi 川流域の

漁業拠点及びインドから鮮魚が搬入されている。状況は確認できなかったが、この魚

市場は早朝、卸売市場として機能し、競り方式で価格が決まる。魚の価格は、インド

からの輸入鮮魚の入荷量次第で日々異なるとのことである。市場はその後、消費者向

けの小売市場として機能する。カートン等で保管中の鮮魚は施氷されているが、販売

台に載せられたものに氷は使用されていない。ライギョなどの一部の魚種は、少量の

水を入れた桶で活魚販売されている。  

③Nuwakot 郡  

Kathmandu から Trisuli に到る道中にはニジマス養殖業者が多数存在しており、生産

されたニジマスの一部は、Kathmandu 郊外に設けられた Fish Post で販売されている。

ただし、ニジマス養殖場にはレストランが併設されており、養殖物を自らのレストラ

ンで調理して提供する方式が一般的であり、鮮魚として流通するニジマスはほとんど

ない。  

④Kathmandu 盆地  

Kathmandu 郊外の Kalimati には、青果市場に併設された卸売市場に相当する鮮魚市場
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があり、28 店舗が営業を行っている。タライ及びインドからの鮮魚及び活魚は、一旦

この市場を通り、Kathmandu 市内の鮮魚小売店へ卸されているようである。  

Kathmandu 市の中心部に位置する Sun Dara には、鮮魚の小売店舗が 10 軒ほど集まっ

ているが、かつてここには 30 店舗ほどが営業していたとのことである。インドから輸

入されている鮮魚には、安く鮮度保持をするために薄いホルマリン液が使用されてい

るといわれており、これが最近の消費者の鮮魚離れを引き起こしているとされている。  

 

ネパールの流通の最大の問題点は、交通手段が発展していないことである。流通イン

フラは Terai 地方の多くの都市で発展しておらず、唯一カトマンズの総合市場がチルド、

冷蔵、製氷施設を有している。これらの施設はコミュニティや組合を基本に仲買人や中

間業者等全ての関係者が利用することができる。Pokhara 湖周辺には小規模な魚市場施

設がある。運営も数年間成功しており、このモデルを他地域に拡大しつつある

（Potential development intervention for fisheries and aquaculture in Nepal, 2008 FAO）。  

冷水域で養殖されるニジマスをブランド化し「ヒマラヤニジマス」「エベレストニジマ

ス」と名付けて需要の高いインドやシンガポールに販路拡大する計画もあるらしいが、

生産量の維持、輸出方法、品質管理等課題は多い。  

 

5-2．国内需要  

1 人当たりの水産物消費量は 1982 年には 0.33kg であったが、2006 年には 1.753kg と 5

倍に増加している。この背景には養殖業の発展による供給量の増大がある（Potential 

development intervention for fisheries and aquaculture in Nepal, 2008 FAO）。供給は国内重要

を充たしてない。このことはインドからの輸入量が年々増加していることから裏付けら

れる。  

 

5-3．市場  

今回の調査において市場に関する統計データの入手には至らなかった。調査したジャ

ナカプール市場では、近郊の養殖場から搬入されたコイ等の養殖魚やコシ川での漁獲物

と共にインドからの輸入魚が販売されていた。市場の運営は市が行っており、専有面積

に応じて月毎に使用料を支払い、それ以外に清掃費、光熱費を支払う。氷は専門の業者

がブロック氷を販売ブースまで運搬しており、殆どのブースで氷を使用している。また、

簡単な畜養施設を有しているブースもあり、ナマズ類などを活魚販売している。  

 

６．水産物貿易 

6-1．水産物輸出入  

水産物の輸出入は、専ら国境を接するインドとの間で陸路行われている。インドの養

殖魚は、政策的に厚遇されているためネパールよりも生産価格が安い上、輸入業者は通

関の際に取引量を少なく申告しているとされ、こうしたことがインド産の安価な養殖魚

の輸入量が増えてきた要因であると考えられている。裏付けとなるデータはないが、

NARC によれば Kathmandu で販売されている水産物の 9 割方がインド産であるとされる。  
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表 7 品目別水産物輸出入 

年度  輸入  輸出  

 鮮魚 (mt) 種苗 (尾) 乾魚 (mt) 飼料 (mt) 
観賞魚

(尾) 
鮮魚 (mt) 種苗 (尾) 

2004/05 2,547.38 949,235 74.75 166.43 1,950 1.56 233,475 

2005/06 2058.11 1,884,200 246.07 1,602.95 3,666 6.42 113,000 

2006/07 2,261.23 849,270 2,510.83 30.02 549,764 2.86  

2007/08 2,034.77 172,590 277.12 351.2 2,611,884 4.15 22,300 

2008/09 7,033.37 14,212 102.19 1,097.75  134.65 25,100 

出典：Opportunities, Challenges and Research Needs in Fisheries and Aquaculture, DoFD 

 

6-2．輸出品目別の量および価格  

水産物の輸出はあるとされているが、その量はわずかである（Potential development 

intervention for fisheries and aquaculture in Nepal, 2008 FAO）。しかし、DoFD の統計による

と 2008 年には約 134 トンの輸出が記録されている。政府はインドに対するニジマスの輸

出振興を目論んでおり、この数字はインドへのニジマスの輸出量かと思われる。  

 

6-3．対日水産物貿易  

我が国との間に水産物貿易の記録はない(2008 年、財務省貿易統計)。  

 

７．水産資源 

7-1．資源概況  

ネパールには 11 目 31 科 93 属からなる 217 種の魚類が在来種として存在するとされ

（Shrestha 2008）、タライ平原から標高 4,000m まで山岳地帯まで広く分布している。水

温は山岳部の 10℃未満から夏期のタライ平原では 40℃を越えることもあり、雨期の主要

河川は激しい濁流となる反面、乾期には枯れる沢もあるなど魚類は厳しい環境条件のな

かで生息しており、生物多様性に富む一方で、環境の悪化が種の絶滅を招きかねない脆

弱な側面を持っている。 

2006 年の漁業人口は 42 万 7 千人と 1980 年代の 5 倍以上に増加しており、この背景に

は人口の増加に伴う労働人口の漁業セクターへの流入があり、漁獲圧力は年々高まる傾

向にあるといってよい。 

水産資源減少の主な原因は過剰漁獲、違法漁業、水質汚染等とされている。生活排水

や工業排水による水質汚染は特に大都市を流れる河川で深刻であり、山間部では森林の

伐採による土砂の流入が生態系を脅かしているとされる。違法漁業は、特に山間部では

取り締まることが不可能であるが、雨期に山間部の支流に遡上して産卵する魚種も多い

ことから、早急な対策が望まれる。Shrestha（2010 年）、Rai（2011 年）等によれば、冷

水性の重要種である Asla、Sahar、Katle 等を含む 10 種が危急、3 種が絶滅危惧にあると

して、法的に保護することが推奨されている。 
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表 8 法的に保護することが推奨される魚種  

学名  現地名  
NRDB 
コード  

分布  

Neolissocheilus hexagonolepis Katle V 
Koshi, Gandaki, Karnali, 
Mahakali 

Chagunius chagunio Rewa V 
Koshi, Gandaki, Karnali, 
Mahakali 

Tor putitora Mahseer (Sahar) V Koshi, Gandaki, Karnali, 
Tor tor Sahar E Gandaki, Mahakali 
Brachydanio rerio Zebra macha V Gandaki, Karnali, 

Schizothorax plagiostomus Buchhe asla V 
Koshi, Bheri, Gandaki, 
Karnali, Mahakali, Phewa 
Lake 

Schizothorax richardsonii Asala soal V Koshi, Gandaki, Karnali, 
Schizothoraichthys progastus Chuche asala V Koshi, Gandaki, Karnali, 
Oreichthys cosuatis Patharchatti E Gandaki 
Psilorhynchus pseudecheneis Tite macha V Koshi 
Barilius Jalkapoorei (Raiamas 
bola) 

Bhola bola 
(Goha) 

V Gandaki, Karnali 

Barilius Radiolatus 不明  E 不明  
Anguilla bengalensis Rajabam V Koshi, Gandaki, Karnali, 

NRDB = National Red Data Book: V = Vulnerable（危急）   E = Endangered（絶滅危惧）  

出典：Present Status of Capture Fisheries and Its Significance to the Livelihood of Dependant 

Communities of Nepal 他  

 

7-2．資源（漁業）管理・監視  

漁業活動の管理は地方自治体によって管轄され、漁業者へのライセンス発給を行って

いる。  

 

８．農業他 

8-1．農業の現状  

2009 年の GDP に占める農林水産業の割合は約 31％と構成産業の中で最も高い。ただ

し農林水産業には労働人口の 93%が従事しており、農業部門の生産性は非常に低いこと

が示唆される。  

表 9 農林水産業の地位（2009 年）  

 

ネパール  日本  

名目額（億

US ドル）  
GDP 比

（％）  
名目額（億

US ドル）  
GDP 比

（％）  

国内総生産(GDP) 127.8 － 50,690 － 

農林水産業  39.6 31.0 737 1.5 

1 人当たり GDP（ドル） 436 39,864 

総人口  2,943 万人  12,655 万人  
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うち農林水産業人口（％）  2,737 万人（93.0％）  285 万人（2.3％）  

経済活動人口  
うち農林水産業人口（％）  

1,261 万人  
1,172 万人（92.9％）  

6,429 万人  
152 万人（2.4％）  

資料：国連統計および FAO 資料 

 

ネパールの国土面積は我が国の 40％程度しかないものの、農用地面積は我が国と同程

度である。現在、ネパールの農業生産性が低い原因は化学肥料の不足や機械化がされて

いない事に起因する。  

 

表 10 農地の状況（2009 年）  

 

ネパール  日本  

面積  
（万 ha）  

比率  
（％）  

面積  
（万 ha）  

比率  
（％）  

国土全体  1,472 100.0 3,779 100.0 

農用地   421 28.6 461  12.3 

耕地  236 16.0 429 11.4  

永年作物地   12 0.8 32 0.8 

永年採草・放牧地  174 11.8 -  -  

資料：FAO 統計  

タライには肥沃で平坦な農地に適した土地が広がっており、インディカ米を主体とす

る稲作が行われ、ネパールの穀倉地帯となっている。一方、丘陵地帯には農地に適した

平坦地が少ないことから、山の斜面を開墾した棚田や段々畑が多く見られ、トウモロコ

シ、アワ、ヒエ、ジャガイモなどの根菜類が栽培されていた。  

ネパールの農業産品で一番生産量が多いのは米である。以前はネパール国内で米の自

給ができていたが、近年の人口増加に伴う国内消費量の増加によって、不足が生じ、イ

ンド等近隣国からの米を輸入するようになっている。  

                      

 表 11 生産品  単位：万トン  

品名  
ネパール  日本  

2005 2006 2007 2008 2009 2009 

米（籾）  429 421 368 430 452 1,059 

さとうきび  238 246 260 249 235 152 

野菜  207 219 233 255 275 283 

じゃがいも  174 197 194 205 242 279 

とうもろこし  172 173 182 188 193 0.02 

資料：FAO 統計  
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農業長期開発計画（APP）では、農業生産性の向上（現状 3％から 5％に）、農業生産

の多様化と比較優位にある作物の増産を通じた自給自足的農業生産から商業的農業生産

に移行等が挙げられている。また、2007 年からの暫定三ヵ年計画では、「貧困削減のた

めの幅広い経済成長の推進」として、絶対貧困率の 24％までの削減、農業部門の GDP

成長率 3.6％の達成、灌漑面積の 95,680ha 拡大を数値目標に掲げている。  

 

8-2．灌漑施設  

ネパールでは水は重要な自然資源であり、膨大な水量の利用が可能である。灌漑開発

は総農地の拡大と経済発展の機会をネパール国民に与えている。灌漑開発は灌漑省が担

当しており、灌漑省（Department of Irrigation; Dol）には 5 つの地域部局がある。  

2011 年時点での灌漑面積は 1,251,406ha で、地表水利用が 96 万 ha、地下水利用が 28

万 ha である。灌漑局では灌漑開発可能な面積を 17 万 6 千 ha と見積もっている。灌漑池

の管理は Dol 直轄と農民による自主管理が半々ぐらいで行われている。これら灌漑池の

水を利用して養殖を実施しているところも多く、灌漑池の開発計画にも養殖振興を考慮

することが重要である。 

 

8-3．発電ダム  

ネパールは水力発電の可能性が高い国である。ネパールの水資源はこの国の将来の経

済開発の重要機会の一つとされている。最初の国際会議である“水エネルギーの持続的利

用”の国別報告によると、毎年 2250 億㎥の表層水がネパール領土内を流れていると報告

している。この値は世界平均の 4 倍に当たる。ネパールには 6,000 の河川があり、総流

長は 45,000km。全ての河川はガンジス川に流出する。  

水力による発電出力は 130MW である。1980 年代に 3 ダムが竣工しており、1990 年以

降は建設されていない。ネパール最大規模のダムは 1982 年完成の KULEKHANI ダムで

高さ 114ｍ、堤頂長 406ｍのロックフィルダム式、総貯水容量は 85 百万 m3 で、60MW

の発電に利用されている。もう一つは 1989 年完成の MARSYANGDI ダムで高さ 24ｍ、

堤頂長 102ｍ、総貯水容量 625 万 m3 の重力式ダム、70MW の発電に利用されている。

クリカニ水力発電所は我が国円借款により日本工営のコンサルティング、鹿島建設等 JV

の施工により建設された。  

一般的に発電ダムは急峻な地形、水位変動が激しい事などから、ダム湖での網生簀養

殖等の振興は容易ではない。そこで、種苗放流による在来種の資源増殖や他地域からの

移植などによる増殖開発のアプローチが行われている。  

  

 

９．観光 

9-1．観光業の概要  

 観光業は、GDP の 1.7％、産業別労働人口の 1.2％を占める産業である。2010 年のデー

タによれば、釈迦牟尼の生誕地であるルンビニを詣でる観光客が 17％と最も多く、つい

で登山・トレッキング、観光の順になっている。国別では近年中国からの訪問者が増加
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しており、インド、中国、スリランカの 3 カ国が上位を占めている。インドからの観光

客は主に陸路を利用して訪問している。以下に観光客の動向について表にまとめる。  

表 12 訪問者情報  
項 目  2009 年  2010 年  

出入国手段 空路  
      陸路  

379,322 人  
130,634 人  

448,800 人  
154,067 人  

平均滞在日数  11.32 日  12.67 日  
性比    男性  
      女性  

288,155 人（57％）  
221,801 人（43％）  

361,611 人（60％）  
241,256 人（40％）  

年齢別  0-15 才  
   16-30 才  
   31-45 才  
   45-60 才  
   61 才以上  
   無記名  

84,891 人（17％）  
140,805 人（28％）  
141,955 人（27％）  

99,197 人（19％）  
39,638 人（ 8％）  

3,470 人（ 1％）  

41,156 人（ 7％）  
120,395 人（20％）  
189,852 人（31％）  
172,800 人（29％）  

64,593 人（11％）  
14,071 人（ 2％）  

上位 5 カ国  インド  
スリランカ  
イギリス  
中国  
アメリカ  

インド  
中国  
スリランカ  
アメリカ  
英国  

訪問目的  
 観光  
 登山、トレッキング  
 ビジネス  
 巡礼  
 公用  
 会議  
 ラフティング  
 その他および無記入  

 
40,992 人（ 8％）  

132,929 人（26％）  
22,758 人（ 4％）  
51,542 人（10％）  
24,518 人（ 5％）  

9,985 人（ 2％）  
285 人（ - ）  

226,947 人（45％）  

 
63,082 人（10％）  
70,218 人（12％）  
21,377 人（ 4％）  

101,335 人（17％）  
26,374 人（ 4％）  

9,627 人（ 2％）  
730 人（   - ）  

310,124 人（51％）  

 

 

図 6 旅行者数の推移  

 

ネパールへの旅行者数は 2000 年まで順調に増加していたが、ネパール共産党統一毛沢

東主義派（通称マオイスト Maoist）が、1996 年に武装蜂起して各地で争乱を展開したこ

とによる国内治安の悪化によって激減した。2006 年に停戦合意がされてから旅行者は再

び増加し、2010 年には 60 万人が訪れている。旅行者の訪問季節は乾期である 1 月～3 月、
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7 月～9 月が多く、雨期の 4～6 月、12 月～2 月は少ない。なお、2010 年の日本人訪問者

数は 23,332 人であった。 

ヨーロッパ、米国、日本からの観光客はトレッキングや登山等のアウトドアスポーツ

を目的としており、近年では急流河川を利用したラフティングや大型のナマズを対象と

したスポーツフィッシングも行われている。そこで、河川でのスポーツフィッシング産

業に漁業者を取り込み収入増を図れる可能性もある。  

 

9-2．スポーツフィッシング  

観光局からの聞き取り調査では、現在はスポーツフィッシングの振興への取り組みは

実施していないものの将来の可能性は大変高いとのことであった。ネパールには観光産

業振興を目的に国立の登山ガイド養成機関及びホテル従業員への教育を行うアカデミー

がある。この登山ガイド養成コースのカリキュラにスポーツフィッシングのコース等を

追加すれば、登山ガイドの活動の場が広がり、スポーツフィッシング振興に寄与するこ

とが可能となる。  

登山以外のアウトドアスポーツとして、ラフティングが流行しつつある。ラフティン

グ愛好者はある程度の期日、河川沿岸に留まるため、彼らのフィールド滞在中にスポー

ツフィッシングのメニューを取り込むことも可能であろう。  

ウェブページには、ネパールにおけるスポーツフィッシングに関する観光案内が散見

されるが、認知度は低く、スポーツフィッシングを目玉とする観光はまだ育成されてい

ない。体重 50kg に達する Sahar 釣りやヒマラヤに近いトレッキングルート上のニジマス

釣りなどは、開発の可能性が示唆される。スポーツフィッシングを行うには地方行政発

行のライセンスが必要である。  

Pokhara にはブリティッシュアーミーを退官した方が会長を務めるアングラークラブ

が 2010 年に設立され、遊漁振興はもとより、在来種の保護、エコツーリズム振興等の活

動を実施している。  

 


